ギャスケルのユーモア	Comment by 作成者: 主題のサイズは20ポイントで太字。フォントは日本語を「MS明朝」、英語を「Times New Roman」とする。
―その萌芽と特質―	Comment by 作成者: ダッシュは全角のマイナス記号を使用して、それを「文字の拡大・縮小」で200%にする。	Comment by 作成者: 副題は14ポイント太字で、２行目の時は前後にダッシュ、
主題と副題が１行に収まる時は、副題の左側だけダッシュ、日本語論文の時は主題と副題の仕切りにコロンを使用しない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇〇 〇〇	Comment by 作成者: 氏名は間に半角スペースを１つ。

１　陰鬱なトーン――社会小説から心理小説へ	Comment by 作成者: 節の番号は全角の算用数字で太字、節題に副題がある場合は左側だけダッシュ、節題も続く本文も11ポイント。	Comment by 作成者: 以下、本文のフォントのサイズは11ポイント
『メアリ・バートン』（Mary Barton, 1848）に関しては、ギャスケルがジョン・バートンをはじめとする労働者たちとその劣悪な生活環境について細部描写した作品前半を社会小説と呼ぶことに異論はないはずだが、殺人犯の父とその濡れ衣を着せられたジェム・ウィルソンのためにメアリが必死に活動する作品後半は、家庭小説、恋愛小説、教養小説、その他、視点によっては様々なジャンルに入れることができる。しかし、この小説の語り手は、低俗なサリー・レッドビター、女たらしのハリー・カーソン、厳しい工場主カーソン氏までも含めた多くの登場人物の意識に介入し、その心理を描写していることを見落としてはならない。語り手の介入がプロットの進行に従って徐々に目立つようになる点に注目するならば、作品後半を心理小説と呼ぶことも可能である。心理小説はギャスケル、ジョージ・エリオット、メレディスが代表格だと文学史的には言われているが、実際に『メアリ・バートン』については、淪落した女エスタからメアリの恋人の話を聞かされたジェムの心理がオースティン風の自由間接話法で描出される場面（194-97）をはじめ、1  平坦な心理描写は枚挙にいとまがない。	Comment by 作成者: 日本語の作品名は初出時に、英語併記と出版年を半角の括弧とともに付ける。英語も日本語も囲む場合の括弧は、最後の注と使用文献一覧（Works Cited）以外は、すべて全角の括弧を使用すること。	Comment by 作成者: 日本語の作品名（単独出版の場合は『』、短篇集の短篇の場合は「」）に続けて、英語名と出版年を全角の括弧で囲んで付記。ただし、日本語の作品名を使用しない場合は、Mary Barton（1848）だけでよい。	Comment by 作成者: 「GaskellがJohn Barton」のように、作品名、作家名、登場人物名をすべて英語で書いてもよい。	Comment by 作成者: ここは作品名が分かるので、（MB 194-97）ではなく、ページ数だけ（ハイフンのあとは下二桁だけ）、括弧は全角を使用。	Comment by 作成者: 注の番号は、ワードの自動脚注・尾注機能を使用せずに、すべて手動で行い、尾注とする。また、注番号は基本的に句読点の後に付け、続く日本語との間に必ず半角スペースを入れて、後続の日本語とくっつかないようにする。節の番号以外の英数字はすべて半角を使用すること。
しかし、この作品が社会小説であるにせよ心理小説であるにせよ、全体を支配するのは紛れもなく陰鬱なトーンである。その証拠に“gloom”という単語は作品の至る所に見出せるし、作品のアンチテーゼである“despair”とその派生語の使用頻度は、ギャスケルの作品中で群を抜いている。作品の陰鬱さを募らせているのは、この小説でやたらと多い人間の死への言及である。合計23人の死――大半は貧困と熱病が原因の死――に加え、阿片、飲酒、硫酸投げ、暴力、売春、自殺、失明、老衰、不景気などによって強調される労働者とその家族の苦しみが、胸の張り裂けるようなペーソス――“pathos”（Gk = suffering［paskhō to suffer］）は語源的にギリシャ語で「苦しみ」の意味――を読者に伝えてやまない。	Comment by 作成者: 日本語の中に半角の英語や引用符（必ず逆向きのひねったもの）を入れる場合は、日本語との間に半角スペースを入れないこと。	Comment by 作成者: 強調の場合は傍点を使用し、イタリックは使用しない。	Comment by 作成者: 両端の括弧だけ。	Comment by 作成者: （）［］など括弧はすべて全角を使用。

２　喜劇的息抜き (コミック・リリーフ)――ジョブ・リーとウィルソン夫人
作品冒頭から立て続けに描かれる陰鬱な場面にもかかわらず、・・・一方、喜劇的息抜きの構造を照射するものとしては、不安に押し潰されそうなメアリがジェムのアリバイ証明のためにウィルを探して、リヴァプールのジョーンズ夫人を訪ねる場面がある。	Comment by 作成者: 日本語の省略は地の文および引用文では中点（中ボツ）３つを使用。

	     But sooner or later she must know the truth; so, taking courage, she knocked at the door of a house.
     “Is this Mrs Jones’s?” she inquired.
     “Next door but one,” was the curt answer.
     And even this extra minute was a reprieve. (335)	Comment by 作成者: 単独引用文の場合は前後に空白行を入れ、全角２文字だけ下げる（インデント）。さらに改行の場合は、5 letters のインデントを行なう。	Comment by 作成者: この場合は作品名が分かっているのでページ数だけ。また、英語だけの箇所なので、括弧は半角を使用。作品が違う場合は、ギャスケルの作品の略号に続けて、カンマなしでページ数を記入すること。

この場面に喜劇的要素はまったくないが、最後の“reprieve”という言葉は陰鬱な気分が絶望に変わることへの恐怖からメアリを、そして読者を「一時的に救う」喜劇的息抜きの構造をいみじくも示している。

＊　＊　＊　＊　＊	Comment by 作成者: 「序論、序、はじめに」「結論、結、おわりに」などを使用しない場合は、序論のあと、および結論の前には前後に空白行を設けて、全角のアステリスクを５つ（間に全角スペース）を入れる。

作者の語りや登場人物の意識への介入は、ギャスケルの作家活動が進むに従って少なくなり、アーサー・ポラードが指摘するように、『北と南』（North and South, 1854-55）では作者の細部描写が減って語り手の存在をあまり意識せずに済むようになる。  ギャスケルのユーモアの進化は、作者と語り手の存在を強く意識せざるを得ない『メアリ･バートン』の地の文における作者の語りによるユーモアから、登場人物の会話によるユーモアへの進化と言い換えることができる。ユーモアを生む典型の喜劇的息抜きは、そもそも俳優の言葉と体の動きで表現する演劇上の工夫であり、その効果を高めるには登場人物の会話に頼るしかないのではあるまいか。
ギャスケルのユーモアと言えば『クランフォード』（Cranford, 1851-53）が第一に思い浮かぶが、この作品は語り手メアリ・スミスの解説によるユーモアが主となっている。破産したミス・マティーが農夫の無価値な5ポンド紙幣を金貨と交換してやる場面では、彼女の破産によるペーソスを軽減すべく、ギャスケルは入れ歯を忘れた不備を隠すためにヴェールをかぶっているミス・ポールを登場させ、その喜劇性をミス・メアリの語りだけで表現している（125）。中年女が欠点を衣服で隠そうとするユーモアは、5年後の『ラドロウ卿の奥様』（My Lady Ludlow, 1858）ではラドロウ令夫人の旧友で饒舌な喜劇的人物ミス・ガリンドが晴れ着のシミを隠すためにエプロンを使う場面、そして父とかつて散歩した時に父の右手をつかんでシミを隠した場面（127-28）に見られるが、そこでは語り手マーガレット・ドーソンの説明と登場人物ミス・ガリンドの会話の半々で表現されている。	Comment by 作成者: この箇所が Mary Barton への言及であれば、（MB 127-28）のように作品の略号が必要。
しかし、ギャスケル最後の作品『妻たちと娘たち』（Wives and Daughters, 1864-66）では、ミス・ガリンドと全く同じユーモアが、ゴシップ好きのグッディナフ夫人の会話（438）だけで読者に伝えられる。そこでは喜劇的状況を説明する語り手は存在しない。これは些細な事柄である衣服に拘泥した一例にすぎないが、登場人物の会話を扱うギャスケルの技術の進化と共に、彼女のユーモアもまた進化しているように思えてならない。ギャスケルの小説の中で『妻たちと娘たち』が、BBCのテレビドラマ化として最初に選ばれた理由は、そうした所にあるのかも知れない。


注	Comment by 作成者: 「註」ではなく、「注」。センタリング。11ポイントで太字。
本稿は第15回日本ギャスケル協会全国大会（2003年10月5日、於実践女子大学）におけるシンポジウム「Sylvia’s Loversにみる女性・小説・歴史」での発表に基づいている。	Comment by 作成者: すでに発表したものや科研費への言及はここに書く。ただし、投稿時には記載しないこと。以下の注のフォント・サイズは10.5ポイント。

 1　テクストの構成時期の反映については、Shirley Fosterが社会的制約と個人の自由の観点から指摘し、また、Deidre d’Albertisは女性参政権運動と関連づけ、本作品を“a novel of petition”と位置づけている。	Comment by 作成者: 注番号（半角）が一桁の場合は前に半角スペースを入れる。また注番号の後ろには全角スペースを入れて注を書き始める。注のフォントサイズは10.5ポイントを使用。
 2　第10章においてフィリップはロブソン氏とキンレイドの会話に入れず、聞く側にまわる（110）。「男らしさ」を誇示する言説をフィリップは共有していない。
 3　ギャスケルは作家として経済的に自立していたが、彼女の原稿料は夫の懐へ（Letters 113）、また、新しい家の購入手続きにあたっては、法律上購入者にはなれず、娘婿や娘の婚約者の力添えを必要とした（Letters 770）。	Comment by 作成者: ギャスケルの書簡は略字として、Letters と Further Letters を使用。


引用文献	Comment by 作成者: 「参考文献」ではなく、引用文献か使用文献、または Works Cited とする。センタリング。11ポイントで太字。
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（〇〇大学教授）	Comment by 作成者: 最終行から1行空けて、所属を記入。10.5ポイント。ただし、投稿時点では記入しないこと。

＊　準拠するスタイルシートはMLA の最新版。
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Abstract	Comment by 作成者: 論文の最終頁から改頁の上、英文アブストラクトを記入。

[bookmark: _Hlk68183906]Gaskell’s Humor: Its Germ and Characteristics	Comment by 作成者: フォントは Times New Roman。タイトル、氏名ともにフォントサイズは14ポイント。太字でセンタリング。氏名は first name, family name の順でTaro SUZUKI のように記入。
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This paper examines … 	Comment by 作成者: フォントサイズは11ポイント。書き出しは半角5文字分インデント。
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